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妙
法

と
い
え
ば
、
直
ち
に

「
妙
法
蓮
華
経
」
を
思
い
出
す
が
、
本
論

文
で
は
、
浄
土
教

の
場
合
に
限
定
し
て
、
こ
の
幽
玄
な
る
哲
理
語
を
考

察
し
た

い
。
妙
法
は
、

一
般
に
梵
語
の

s
ad
d
h
arm
a
、
巴
利
語
の

s
a-

d
d
h
am
m
節
の
漢
訳
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
妙
に
当
る
部
分
は
sa
t
で

「
正
」

と
か

「善
」
を
意
味
し
d
h
arm
a
は
、
無
論

「
法
」
で
あ
る
。

か
つ
て
竺
法
護
は
こ
れ
を

「
正
法
」
と
し
、
鳩
摩
羅
什

は
、
「
妙
法
」

を
採
用

し
て
い
る
。
妙

の
方
が
、
正
よ
り
も
よ
り
深
遠
で
、
玄
ま
た
は

妙
に
つ
く
り
、
言
亡
慮
絶

・
思
弁
を
絶
す
る
-
不

可
思
議
な
る
表
現

と
い
え
よ
う
。

浄
土
教
で
も
、
浄
土
真
実
の
法
を
、
ま
た
、
阿
弥
陀
仏
の
智
慧

・
慈

悲
に
よ
る
廻
向
や
教
法
を

「
妙
法
」
と
呼
ん
で
い
る
。
「
無
量
寿
経
」

下
巻
で
は

「
無
量
寿
仏
為
諸
声
聞
菩
薩
大
衆
班
宣
法
時
、
都
悉
集
会
七

宝
講
堂
広
宣
道
教
、
演
暢
妙
法
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
の

「妙
法
」
は
、

(1
)

前
掲
の
意
味
で
あ
る
こ
と
は
明
白
だ
が
、
但
し
、
梵
語
原
典
に
こ
の
項

は
存
在

し
な
い
。
中
国
伝
来
、

こ
の
こ
と
ば
は
、
宗
教
の
極
地
を
表
現

す
る
た
め
に
多
く
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
か
あ
ら
ぬ
か
、
梵
語
原
典
の

見
当
ら
ぬ
、
中
国
成
立
説
の
濃
い
「観
無
量
寿
経
」
に
は
多
く
登
場

し
、

宗
教
的
効
果
を
昂
め
る
役
割
り
を
果
し
て
い
る
。
「勢
至
観
」

で
は
分

身
の
阿
弥
陀
仏
や
観
音

・
勢
至
が

「皆
悉
雲
集

極
楽
国
土
、
側
塞
空
中

坐
蓮
華
座
演
説
妙
法
」
と
あ
り
、
「苦

の
衆
生
を
度
し
」
て
い
る
。
次
の

「普
観
」
で
は

「
水
鳥
樹
林
及
与
諸
仏
所
出
音

世
皆
演
妙
法
」
と
あ
る
。

ま
た
、
「
九
品
往
生
」
の
上
品
上
生
に
は

「
生
彼
国
已
見
仏
色

身
衆

相
具
足
」
、
「見
諸
菩
薩
色
相
具
足
、
光
明
宝
林
演
説
妙
法
」
と
あ
り
上

品
下
生
で
は

「聞
衆
音
声
皆
演
妙
法
」
と
あ
り
、
下
品
下
生
で
は

「不

善
業

の
五
逆
十
悪
を

つ
く
つ
て
も
、
そ
の
臨
終

で
善
知
謝

に
遇

い
」
、

「種

々
安
慰
為
説
妙
法
」
、
念
仏
を
教
え
ら
れ
れ
ば
浄
土
往
生
で
き
る
と

い
う
記
述
が
あ
る
。
ま
さ
に
浄
土
教
の
面
目
で
あ
る
下
根
の
者
の
往
生

浄
土
の
道
が
こ
の
「妙
法
」
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。

な
お
、

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
「演
」
と
い
う
字
で
あ
る
。
「
妙
法
」

は
、
演

べ
ら
れ
、
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。
広
く
流
通
せ
し
め
る
心
が
こ

め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

日
本
浄
土
教
の
特
質
は
、
仏
教
思
想
の
演
繹

で
あ
る
が
、
親
鷺
も
そ

浄
土
教

に
お
け
る
妙
法
思
想
 
(
菊

村
)
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の
例
外
で
は
な
い
。
い
や
、
む
し
ろ
自
内
証
の
世
界
を
多
く
披
渥
し
て

い
る
。
そ
れ
が
親
鷲
浄
土
教
を
現
代
に
ま
で
昇
華
し
て
き
た
源
泉
で
は

あ
る
ま
い
か
。
親
鷺
の
場
合
い

「妙
法
」
だ
け
で
考
察
し
て
も
か
な
り

の
独
自
性
を
持

つ
て
い
る
。
「教
行
信
証
」
で
、

こ
の
二
字

が
引
用
さ

れ
て
い
る
の
は
、
信
巻
の
二
箇
所
に
過
ぎ
な
い
。
「無
量
寿
如
来
会
」
下

巻
か
ら

「如
是
妙
法
已
聴
聞
、
常
令
諸
仏
而
生
喜
」
と
善
導
の

「往
生

礼
讃
偶
」
か
ら

「
専
称
名
号
至
西
方
、
到
彼
華
台
聞
妙
法
、
十
地
願
行

自
然
彰
」

と
い
う
部
分
で
あ
る
。
ま
た

「讃
阿
弥
陀
仏
偶
和
讃
」
で
は

「相
好
ご
と
に
百
千
の

ひ
か
り
を
十
方
に
は
な
ち
て
そ

つ
ね
に
妙

へ法
と
き
ひ
ろ
め

衆
生
を
仏
道
に
い
た
ら
し
む
る
」
と
謳
つ
て
い
る
。

も
つ
と
も
、

こ
の
和
讃
は
、
曇
鷺
の

「讃
阿
弥
陀
仏
偶
」
の
和
訳
で
あ

る
か
ら
、
親
鶯
の
純
粋
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
は
な
い
。
こ
こ
で
挙
げ
た

「
妙

法
」
が
、
浄
土
の
教
え
そ
の
も
の
を
指
す

こ
と
は
分
明
で
あ
る
が
、
親

鷺
の
思
考

し
た
妙
は
、
か
な
ら
ず
し
も

「教
法
」
だ
け
で
は
な
い
の
で

あ
る
。
こ
の
師
の
妙
観
に
は
、
仏
身
等
が
存
在

し
て
い
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
「教
行
信
証
」
行
巻
に
は

「
弘
誓
の

一
乗
海

は
、
無
擬
、
無

辺
、
最
勝
、
深
妙
、
不
可
説
、
不
可
称
、
不
可
思
議

の
至
徳
を
成
就
し

た
ま
え
り
」
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
の
深
妙
は
注
目
に
価

す
る
も
の
と
思
う
。
そ
の
出
典
を
探
索
す
れ
ば
、
恐
ら
く
は

「無
量
寿

経
」
上
巻

の

「
歎
仏
偶
」

で
は
あ
る
ま
い
か
。
「人
雄
獅
子
、

神
徳
無

量
、
功
勲
贋
大
智
慧
深
妙
」

の
ガ
ー
タ
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
「
無
擬
、

(2
)

無
辺
、
不
可
説
、
不
可
称
、
不
可
思
議
」
は
、
同
じ
く
上
巻
の
十
二
光

の
影
響
か
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
か
の

「歎
仏
偶
」
の
梵
語
原
典

で
は
、
深
く
と
い
う
形
容
の

(
3
)

も

と

に
g
a
b
h
ir
u
、
微

細

を

あ

ら

わ
す

su
k
sm
a
と

が
合

壁

し

て
深

妙

と

訳

さ

れ

て

い

る
。

一
般

に

は
微

妙

と

漢

訳

さ

れ

て

い
る

が
深

妙

な

る
訳

は
、

「
法

華

経

」

に
多

く
、

羅

什

は

こ
ち

ら

と

微

妙

と

を

使

い

分

け

て

い
る
。

こ

の
妙

な

る

こ

と
ば

が

法

な

る

d
h
a
r
m
a
に

か

か

る

か

ら
妙

法

に

な

る

の

は
自

明

で
あ

ろ

う
。

「
g
a
b
h
iru
 v
ip
u
r
u
 s
u
k
s
m
a
 p
r
a
p
tu

d
h
a
r
m
o
,
 
(
a
)
 c
in
ta
tu
 b
u
d
d
h
a
v
a
r
o
 y
a
th
a
 sa
m
u
d
r
a
h
.」

(
深

く
広
く

深
妙

な
法

を
得

た
最
勝

の
仏
陀

の
心

は
海

の
よ
う
で
あ
る
)
こ

こ
に
最

勝

の
仏

b
u
d
d
h
a
-v
a
ro

が
、

前

記

行

巻

の
最

勝

に

つ
な

が

る

と

仮

定

せ

ば
、

親

黛

の
釈

は
、

梵

語

原

典

に
近

い
。

そ

れ

と

も
慣

用

と

し

て
、

偶

然

で
あ

ろ
う

か
。

い
ず

れ

に

し

て
も
、

深

妙

は
単

な

る
形

容

に

と

ど
ま

ら

ず
、

法

を

あ

ら

わ

し
、

ま

た
、

仏

を

あ

ら

わ

す

こ
と

に

は
違

い
な

い
。

と
同

時

に
、

最

勝

も

ま

た
、

十

二
光

に
準

じ

て

阿

弥

陀

仏

の

こ

と

に

な

ろ

う
。

こ

の
よ

う

に
親

鷺

は
、

教

法

を

単

に

d
h
a
r
m
a
と

だ

け
見

ず

に
、

阿

弥

陀

仏

に
な

ぞ

ら

え

て

い
る
。

た

と

え

ば
、

不

可

思

議

は
光

を

付

し

て

「
(
南

無

)
不

可

思

議

光

仏

」

つ
ま

り

阿
弥

陀

仏

で
あ

る
。

親

鷺

の
妙

観

は
、

不

可

思

議

で
あ

り
、

法

身

仏

d
h
a
r
m
a
-k
a
y
a
で

あ

ろ
う
。

行

巻

ぼ
 

で

は

「
弘

誓
二

乗

海

・
・
・
・
不

可

思

議

の
至
徳

を

成

就

せ

し

め

た

ま

え

へ

り
」
の
後
文
に

「
諸
妙
功
徳
広
無
辺
な
る
が
ゆ
え
に
、
な
お
大
車
の
ご

と
し
。
あ
ま
ね
く
よ
く
も
ろ
も
ろ
の
凡
聖
を
運
載
す
る
が
ゆ
え
に
、
な

お
妙
蓮
華
の
ご
と
し
」
と
あ
る
。
な
お
、
浄
土
の
妙
法
た
る
弘
誓
の

一
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乗
海
は
、
仏
身
に
と
ど
ま
ら
ず
以
下
、
次
の
よ
う
な
形
容
で
詠
嘆
さ
れ

て
い
る
。
実
に
具
象
的
で
あ
る
。
「
善
見
薬
王
」
「
勇
将
橦
」

「利
鋸
」

「利
斧
」
「
善
知
識
」
「導
師
」
「湧
泉
」
「蓮
華
」
「
疾
風
」
「
好
蜜
」
「
正

道
」
「磁
石
」
「
閻
浮
檀
金
」
「
伏
蔵
」
「大
地
」
「
日
輪
」
「君

王
」

「厳

父
」
「
悲
母
」
「乳
母
」
「
大
水
」
「大
火
」
「大
風
」
等
。

親
鷺
は
、
浄
土
の
教
法
を
た
と
え
る
の
に
、
妙
な
る
表
現
を
用
い
て

い
る
が
、

そ
れ
が
衆
生
に
向

つ
て
は
、
仏
と
な
り
、
菩
薩
と
な
り
、
王

と
な
り
、

父
母
と
な
り
、
物
質
と
な
り
、
物
質
的
天
然
現
象
と
な
る
の

で
あ
る
。

浄
土
教
的
方
便
で
あ
ろ
う
が
、
真
実

へ
の
道
で
あ
ろ
う
。

「無
量
寿

経
」
上
巻

に
は
、
浄
土
の
荘
厳
が
説
か
れ
て
い
る
が
、

こ
こ
で
の
樹
木

が
微
風
に
揺
れ

「
無
量
の
妙
法
を
演
出
す
る
」
と
あ
る
。
「
音
楽
即
妙

法
」
な
の
で
あ
る
。
「其
声
流
布
偏
諸
仏
国
、
其
聞
音
者
得
深
法

忍
、

(
5
)

住
不
退
転
」
と
い
う
。

こ
の
項
は
、
親
鷲
の

「
浄
土
三
経
往
生
文
類
」

に
引
用
さ

れ
て
い
る
。
音
響
も
ま
た
妙
法
を
伝
え
る
の
で
あ
る
。
同
じ

く
上
巻
に
は
、
音
声
の
世
界
を
挙
げ
、
往
生
人
に
は
歓
喜
無
量
で
あ
る

こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
浄
土
の
音
声
は

「
自
然
妙
声
随
其
所
応
莫
不

聞
者
、
或
聞
仏
声
、
或
聞
法
声
、
或
聞
僧
声
、
或
寂
静
声
、空
無
我
声
、

大
慈
悲
声
、
波
羅
蜜
声
、
或
十
力
無
畏
、
不
共
法
声
、
諸
通
慧
声
、
無

所
作
声
、
不
起
滅
声
、
無
生
忍
声
、
乃
至
甘
露
灌
、
衆
妙
法
声
、
如
是

等
声
、
称
其
所
聞
歓
喜
無
量
」
と
あ
る
。
仏
法
僧
、
寂
静
、
空
、
無

我
、
大
慈
悲
、
波
羅
蜜
、
十
力

・
無
畏

・
不
共
法
、
六
神
通
、
無
所

作
、
不
起
滅
、
無
生
忍
、
甘
露
灌
頂
と
い
つ
た

「
妙
法
」

の
声
が
、
浄

土
で
は
昼
夜
の
別
な
く
流
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
音
響
も
ま
た
「妙
法
」

な
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
と
同
時
に
、

こ
こ
で
の
「妙
法
」
は
、

明
か
に
浄
土
の
教
法
を
意
味
す
る
。
無
論
仏
身

で
も
な
く
、
物
質
的
天

然
現
象
で
は
な
い
。
ま
さ
に

「
深
法
忍
」
の
境
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

「阿
弥
陀
経
」
に
は
、
「
妙
法
」
な
る
記
述
は
全
く
見
当
ら
な
い
。
そ

の
代
り
、
微
妙
な
る
表
現
が
あ
る
。
「彼
仏
国
土
微
風
吹
動
諸
宝
行
樹

及
宝
羅
網
出
微
妙
音
」
と
あ
る
。

こ
こ
で
も
浄
土
の
音
声
が
説
か
れ
、

こ
の
後
、
「
響
如
百
千
種
楽
同
時
倶
作
聞
是
音
者
、
皆
自
然

生
念
仏
念

法
念
僧
之
心
」
と
つ
づ
く
。
「無
量
寿
経
」
上
巻

の

「
妙
法
声
」
と
対
応

さ
れ
よ
う
。
「
妙
法
蓮
華
経
」
の
訳
者
鳩
摩
羅
什

の
訳
経
で
あ

る
こ
と

の
関
連
は
、
今
後
の
研
究
課
題
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
妙
な
る
世
界
と
も
い
う
べ
き
浄
土
は
、
法
の
世
界
で
あ
る
。

報
土
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
浄
土
教
は
、
あ
く
ま
で
阿
弥
陀
仏
の

本
願
を
信
じ
て
、
念
仏
し
、
浄
土
往
生
す
る
の
が
体
で
あ
る
。
親
鷺
は

「
教
行
信
証
」
に
お
い
て
真
仏
土
と
化
身
土
を
分
立
し
て
い
る
が
、
称

名
念
仏
に
よ
つ
て
感
得
せ
る
浄
土
観
は
、
成
仏

で
は
な
く
、
そ
れ
は
正

定
聚
を
得
る
こ
と
で
あ
る
。
浄
土
教
信
者
は
、
称
名
念
仏
に
よ
り
仏
に

(
6
)

な
る
わ
け
で
は
な
く
、
浄
土
に
生
ず
る
の
で
あ
る
。

「
浄
土
和
讃
」
に

「
如
来
す
な
わ
ち
浬
繋
な
り

浬
繋
を
仏
性
と
な
づ
け
た
り

凡
地
に

し
て
は
さ
と
ら
れ
ず

安
養
に
い
た
り

て
証
す

べ
し
」
と
謳

つ
て
い

る
。
安
養
浄
土
に
往
生
し
て
悟
り
の
境
地
に
達
す
る
の
で
あ
る
。
現
世

浄

土
教

に
お
け
る
妙
法

思
想
 
(
菊

村
)
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(菊
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)

(
7
)

で
の
念
仏

は
、
正
定
聚
を
得
る
と
い
う
。

法
然
以
来
、

日
本
浄

土
教

は
、
往
生

と
成
仏
定
義
が
か
な
り
曖
昧
に
使
わ
れ
て
い
る
。
親
鷺
の
往

生
は
、
不
体
失
往
生
だ
が
、
そ
れ
は
正
定
聚
を
得
る
に
他
な
ら
な
い
。

浄
土
教
の
妙
法
と
は
、
そ
の
こ
と
を
離
れ
て
は
考
え
に
く
い
。
妙
法
の

浄
土
と
は
、
前
記
の
絵
画
的
音
楽
的
な
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
法

身
の
、
真
如
法
性
の
浄
土
で
あ
る
。
曇
鷺
の

「浄
土
論
註
」
下
巻
で
は

(8
)

「彼
浄
土
是
阿
弥
陀
如
来
清
浄
本
願
無
生
之
生
」
と
い
つ
て
い
る
。

だ
が
妙
法
が
、
真
如
法
身
な
ら
ば
色
も
形
も
な
く
下
根
の
人
間
の
救

済
は
あ
り
得
な
い
。
そ
こ
で
、
い
わ
ゆ
る
倶
会

一
処
の
浄
土
を
し
つ
ら

え
、
「
阿
弥
陀
経
」
の
世
界
が
現
出
し
、
方
便
と
し
て
浄
土
が
、

あ
た

か
も
実
在
す
る
か
の
如
き
経
典
を
形
成
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
妙
法
は
、

元
来
法
体

で
あ
つ
て
具
象
化
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
矛
盾
を
埋
め
る
も

の
が
、
親
鷺
の
い
う
独
自
の
仏
身
観
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
法
は
、
動

き
働
い
て
い
く
。

こ
れ
は
妙
法
か
ら
妙
用
に
進
展

し
て

い
る
の
で
あ

る
。
そ
こ
に
本
願
他
力
の
道
が
開
か
れ
た
と
い
え
よ
う
。
晩
年
の
親
鷺

は
、
自
然
法
爾
の
境
に
達
し
、
阿
弥
陀
仏
は

「自
然
の
よ
う
を
し
ら
せ

ん
り
よ
う
(料
)
な
り
」
と
い
つ
て
い
る
。
ま
た

「無
上
仏

と
も
う
す

は
、
か
た
ち
も
な
く
ま
し
ま
す
。
か
た
ち
も
ま
し
ま
さ
ぬ
ゆ
え
に
自
然

と
は
も
う
す
な
り
」
と
記
し
、
浄
土
教
の
妙
法
か
ら
妙
用
に
進
み
、
自

然
を

「
お
の
ず
か
ら
し
か
ら
し
む
る
」
と
釈
し
て
い
る
。
妙
法
が
、
単

に
法
に
と
ど
ま
ら
ず
、
無
知
な
る
衆
生
救
済
の
は
た
ら
き
に
前
進
す
る

と
こ
ろ
が
浄
土
教
の
面
目
で
あ
る
。
親
黛
が
、
妙
法
を
仏
や
菩
薩
や
父

母

や

物
質

的
天

然

現

象

に
仮

託

し

た
意

義

は

こ
こ
に

あ

る

の

だ
。

日
本

仏

教

的
演

繹

と

い
え

る

か
も

知

れ
な

い
が
、

他

力

教

の

特
質

で

あ

る
。

そ

れ
は
、

あ

た

か
も

白

蓮

華

p
u
n
d
a
r
ik
a
が
空

性

の
象

徴

と

し

て

の
妙

法

経

典

に
帰

依

し
た

日
蓮

と

は
対

象

的

で
は

あ

る
ま

い
か
。

1

s
u
k
h
a
v
a
tiv
y
u
h
a

足
利
本
参
照
。

2

こ
の
語
は
な
い
が

「
難
思

光
」

の
意
。

3

梵
語

の
g
a
b
h
ira
ま
た
は
g
a
m
b
h
ira
に
当
る
が
、
こ
の
単
語

は
P
r
a
k
rit

か
?

4

金
子
大
栄
編

「
真
宗

聖
典
」

5

但

し

「
略
本
」

6

「
諸
経
意
弥
陀
仏
和
讃
」

7

「
教
行
信
証
」
信

巻

「
現

生
十
種

の
益

・・
・
・十
者
入
正
定
聚
益
也
。
」

行
巻

「
曇
鷺
大

師
云

『
入
正
定
聚
之
数
』
仰
可
葱
斯
専
可
斯
也
」

8

「
教
行
信
証
」
真

仏
土
巻

に

「
浬
架
経
」

の
引
用

あ
り
。

「
真

解

脱

者

不
生
不
滅
」

拙

文

「教

行
信
証
」
に
お
け

る
空
性

の
問
題
」
(
印
度
学
仏

教
学
研
究
第
二
十
八
巻

第
二

号
)

(仏
教
思
想
研
究
所
長
)
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